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明治時代の１ ８９０年に串本 町沖で遭難し、 乗組員５
８ ７人が犠牲と なったトルコ軍 艦「エルトゥー ルル号」

事 故を題材にし た日本・トルコ 合作映画「海難 １８９０
」 を、１１月２ ５日（水）に鑑 賞します。

これに先立ち 、田嶋串本町長 さんから講演を いただき
ま した。その中 で、救援活動に 要した費用を請 求して下
さ いというトル コ政府に対して 大島村民が、「 元からお

金 を請求するつ もりはない。（ ト政府の用意し た）お金
は 、遭難した人 々に施してあげ て頂きたい。」 と返答し

た 話がありまし た。このことに ついて町長さん は、以下
の 記事を書かれ ています。

「（前略）そ の時に村民が送 り返した手紙の 写しが、

地 元の寺、無量 寺から１２年程 前１１０年の時 を経て発
見 され、そこに は、「然れども 不肖、素より薬 價・施術

料 を請求するの 念なく、唯唯 負傷者の惨憺（ さんたん
） を憫 察 （びんさつ） し、ひたすら救 助一途の惻隠心
（ そくいんしん ）より拮据（き っきょ）従事せ し事故（

ゆ え）其の薬價 治術料は該遭難 者へ義捐致し度 候間此の
段 宜敷く御取り 計らい下さりた く候也」（一部 抜粋）と
３ 人の医者の連 名で文章が綴ら れていました。

私たちは正直 その内容を見て 驚きました。け して裕福
で はなかったは ずの村医を始め とする村民達が 「元から

お 金を請求する つもりはない。 ただただ痛まし く哀れに
思 い 行っ た事。そのお 金は遭難した人 々に施してあげ
て 頂きたい。」 と返信していた のです。この地 に生まれ

こ の地に育った 者として先人の 利他の心に感動 すると共
に 、 明治 時代を生きた 人々の気骨な精 神を感じました

。 この不幸な出 来事は１２２年 前我が地方で起 こりまし
た が、１００年 １２０年前を生 きた日本人であ るならば
如 何なる地域で このような事故 が起ころうとも 同じ行動

を 取ったで あろうと思 います。（以下 略）」（全国町
村 会町村長随想 より http://zck.or.jp/essay/2822/2822.html）

このような郷 土の先人の息吹 を、ぜひこの映 画で感じ

と って下さい。

１ １ 月 ５ 日 （ 木 ） 防 災 ス ク ー ル （ ２ ～ ４ 限 ）

２ ０ 日 （ 金 ）・ ２ １ 日 （ 土 ） 文 化 祭

２ ４ 日 （ 火 ） 文 化 祭 代 休

２ ５ 日 （ 水 ） 「 海 難 １ ８ ９ ０ 」 鑑 賞

２ ６ 日 （ 木 ） 期 末 考 査 発 表

古 座 校 舎 で は 例 年 生 徒 会 が 中 心 に な っ て 、「 献 血 に 協

力 し よ う 」 キ ャ ン ペ ー ン を 行 っ て い ま す 。 今 年 は 、 ４ ８

名 の 生 徒 が 参 加 し ま し た 。 人 数 は 少 な い で す が 、 全 校 生

徒 の 数 か ら 考 え る と 、 割 合 は か な り 高 い と 思 い ま す 。 ま

た 、 地 域 の 方 々 に も ２ 名 の 参 加 が あ り ま し た 。 ご 協 力 を

い た だ き 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。

新宮保健所串 本支所、串本警 察署や地域の方 も参加し

て 、 １０ 月２１日（水 ）に実施しまし た。
「ダメ 。ゼッタイ。 」という厚生労 働省の標語は、

一 度は聞いたこ とがあると思い ます。薬物乱用 は、生命
や 社会や国家の 安全や安定を脅 かす社会問題と して、ど
こ の国でも大き な問題として捉 えています。も ちろん、

ほ とんどの人は 関係のない話だ と思います。し かし、若
い 女性がダイエ ット効果がある ということで手 を出した
り 、芸能人が警 察に検挙される 報道も、良く目 にします

。 薬物乱用によ って引き起こさ れるマイナス面 をしっか
り と認識し、絶 対に関わること のないようにし て下さい

。 「ほんの１回 くらい・・・」 などの軽い気持 ちは、絶
対 に禁物です。

１ ０ 月 ３ ０ 日 （ 金 ） に 、 古 座 高 校 平 成 ４ 年 ３ 月 卒 の

岡 田 由 紀 先 生 （ 東 京 大 学 分 子 細 胞 生 物 学 研 究 所 特 任

准 教 授 ） を 迎 え 、「 研 究 者 と い う 職 業 と 生 命 科 学 研 究 が

変 え る 医 療 」 と 題 し て 講 演 会 を 開 催 し ま し た 。

先 生 の 高 校 卒 業 後 の 歩 み か ら 話 が 始 ま り 、 研 究 と は ど

の よ う な も の な の か や 、 基 礎 ・ 応 用 ・ 開 発 研 究 の 違 い に

つ い て の 説 明 が あ り ま し た 。 そ の 後 は 「 日 本 の 女 子 は や

せ す ぎ 」 と い う 話 を 例 に 出 し 、 遺 伝 子 工 学 の 研 究 に つ い

て わ か り や す く 説 明 し て い た だ き ま し た 。

最 後 の 質 疑 応 答 で 、「（ 高 校 時 代 に 落 ち 込 ん だ 時 に は ）

ひ た す ら 勉 強 を し た 」 と 話 を さ れ た の が 印 象 的 で し た 。

お 忙 し い と こ ろ を 古 座 ま で お 越 し い た だ き 、 あ り が と

う ご ざ い ま し た 。

１ １ 月 ２ 日（ 月 ）か ら 、完 全 冬 服 更 衣 と な っ て い ま す 。

上 着 を 着 用 す る こ と は も ち ろ ん で す が 、 ネ ク タ イ も き ち

ん と 着 装 し 、必 ず 第 １ ボ タ ン を 留 め る よ う に し て 下 さ い 。

こ れ に つ い て は 毎 朝 校 門 で （ 教 師 が ） 声 を か け て い ま す

が 、 常 に 正 し い 形 で の 制 服 着

用 を 心 が け る こ と 。 ス カ ー ト

の 下 か ら ハ ー フ パ ン ツ が 出 て

い る な ん て ・ ・ 。

服 装 が そ の 人 の 全 て で は あ

り ま せ ん が 、 決 し て 無 関 係 で

は あ り ま せ ん 。 常 に 端 正 な 服

装 を 心 が け て 下 さ い 。


